
 

 １ 低学年の実践例から 

①１年生「のこりはいくつ ちがいはいくつ」【ひき算】（６／７時間） 
＜主張点＞ 

○たっぴーシートにブロックの操作場所を示して自力解決の手立てとし，具体物操作
が課題解決につながるような自力解決の時間を確保する。 

○ブロックの動かし方を全体で発表し合うことで，ひきざんの求差の意味をとらえ，
学びを深め合うことができるようにする。 

○ブロックの動かし方の違いから「かずのちがい」の求め方が理解できるようにする。  
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【自力解決：自分で考える（たっぴーシート）】 
・児童の学習の様子を教師が効果的に見取れるように，た  
 っぴーシートにブロック置き場を設けて操作させた。 
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【共同解決：ペアや全体で考えを出し合う】 
●ペア学習                  ●全体で  
 
 
 
 
 
 
 
 
・ペアでブロックの動かし方を伝え合うことで，考 
え方を広げ，教え合うことにもつながった。 

・全体発表では，分かりやすく説明するために，「ま 
 ず」，「次に」といった言葉を使い，順序よく説明 
できるよう意識させた。 
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【まとめ・適用問題】 
 
 
 
 
 
 

                                     

問題①あんぱんが  ３こありま
す。めろんぱんが ９こあります。
どちらが なんこ  おおいでしょ
うか。 

【まとめ】どちらがおお
いか  ちがいをもとめる
ときは，ひきざんをする。 

「たしざん言葉」「ひきざ
ん言葉」を教室に掲示し，
考える際の手立てとした 

 

問題を図で提示し，
題意を視覚的に理解
できるようにした。 
 

問題②いちごケーキが  ８こあり
ます。チョコケーキが ６こありま
す。かずのちがいは  なんこです
か。 
 

めあて：ブロックをつかって 
どんなけいさんになるのか か
んがえよう。 

知識として習得したことを活用する｡ 

くろいきんぎょが  ４ひきいま
す。あかいきんぎょが ７ひきい
ます。かずのちがいは，なんびき
ですか。 
 

 
かずのちがいをもと
めるとき，ひき算を
使えばいいんだ！ 

ブロックを操作してじっくりと考える。 

ブロックをペアにしな
かったら，どう動かした
らいいのかな。  

ケーキがちがう分だけ，
ブロックをとればいい
んだよ。  

まず，８個ブロック
を置いて，次に 6 個
数えて，残りのブロ
ックをとります。だ
から･･･  

 
どちらが，何個多いか 
を考えるときは、何算をす 
ればいいのかなあ。  

黄色と白のペア３つを
とったら，残り６個。  

 



 

②３年生「重なりに目をつけて」【図を使って考える】（１／１時間） 
＜主張点＞ 

○導入で，１ｍものさしの重なりの部分を最初は隠して提示することで，児童の関心
を引き付け，意欲的に取り組めるようにする。 

○児童が数値を書き込んだり色を塗ったりして，自分の考えをかき表せるように，た
っぴーシートに重なりを示したテープ図を記載しておく。さらに，そのたっぴーシ
ートの図を指さしながら，立式の根拠をペアで説明させるようにする。 

○「重なりを最後に引く」方法を全員が理解できるようにするために，この方法は式
を途中まで発表させ続きを全員に考えさせる。その際，図を用いて自分の言葉で説
明させることで理解を深められるように，裏面にもテープ図を記載しておく。 
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【自力解決：自分で考える（たっぴーシート） 
・たっぴーシートにテープ図を記載しておき，児童が図を使って  

考えることができるよう工夫した。 
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【共同解決：ペアや全体で考えを出し合う】 
●ペア学習                  ●全体で  
 
 
 
 
 
 
 
 
・テープ図を指さしながら自分の考えを説明するこ 
とで，ペアに分かりやすく伝えることができた。 

・全体発表では，広めたい考えの式を途中まで発表 
させ，続きを考えさせたことで新たな解決方法を 
獲得できるようにした。 
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【まとめ・適用問題】  
 
 
 
 
 
 

 

問題 
教室の入り口の高さを、１ｍもの
さしを使って測ります。高さは何
cm でしょう。 

【まとめ】 
重なりを引くと，全体
の長さを求めることが
できる。 

重なりを最初は手で隠し
て見せることで，児童の
意欲を高めるようにし
た。 

めあて：重なりに目をつけて
全体の長さを求めよう。 

知識として習得したことを活用する。 

110cm のテープと 90cm のテープを

つなぎます。つなぎ目は 20cm に  

します。全体の長さは何 cm ですか。 
 

重なりがあるときに
は，重なりを引いて
考えるといいんだ。 

その手で持っている

所があやしいです！ 

 
重なっている所を 
最初に引いて，残り
を足せばできそう。 

 

 

２本のテープを
足して，最後に
重なりを一つ引
くと･･･。 

 

最 後 に こ こ
の ２ ０ ㎝ を
引 い た っ て
こと？  

 

テープ図を用いて，じっくりと考える。 

ここからここまでが８０

cm ですよね。そして，

残りの１００ｃｍを足す 

から答えは･･･。  

どうして８０ｃｍだ 

とわかるんですか。 

ぼくは最初に， 

１００＋１００＝ 

２００をしました。 

ストップ！○○く

んは，次にどう考

えたでしょう。 

続きを考えて、交流し合う様子  


